
中
林
か
ず
え
議
員
は
、

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
🔷

🔷

★
（
問
）

東
京
都
は
、

「介
護
保
険
福
祉
計
画
」で
、

介
護
予
防
事
業
と
し
て

「高
齢
者
の
こ
え
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」

で
、
補
聴
器
購
入
補
助
事

業
を
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
で
補
聴
器

の
必
要
性
を
確
認
後
、
非

課
税
の
人
に
上
限
14
万
4

９
０
０
円
、
課
税
の
人
に

も
、
半
額
の
７
万
２
４
５

０
円
を
、
東
京
都
と
市
町

村
が
２
分
の
1
づ
つ
補
助

し
ま
す
。

東
京
都
の
よ
う
に
、
大

阪
府
に
対
し
実
施
を
要
請

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

●
（
答
）

難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
補
助
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
・府
へ
制
度
化

の
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
そ

の
有
効
性
も
含
め
、
他
市

の
取
り
組
み
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
林
議
員
は
再
質
問
で
、

「介
護
予
防
事
業
」と
し
て

補
聴
器
購
入
事
業
を
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
難

聴
と
認
知
症
の
関
係
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
東

京
都
が
実
施
す
る
こ
と
で
、

東
京
都
内
の
自
治
体
で
補

聴
器
購
入
補
助
事
業
が
進

む
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
東
京
都
が
都

道
府
県
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い

る
も
の
で
、
大
阪
府
に
対

し
て
、
大
阪
府
が
役
割
を

果
た
す
よ
う
、
市
と
し
て

強
く
要
請
す
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。

市
は
、
「
府
に
要
望
す

る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

中
林
か
ず
え
議
員
は

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
に

つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

🔷

🔷

ま
ず
は
、
国
民
健
康
保

険
で
は
、
府
内
統
一
国
保

に
よ
る
、
全
国
一
高
い
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

よ
う
大
阪
府
に
、
強
く
要

望
す
る
こ
と
を
求
め
て
お

き
ま
す
。

★
（
問
）

医
療
費
が
払

え
な
い
市
民
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
67

歳
は
、
年
金
月
5
万
５
千

円
、
ご
夫
婦
合
わ
せ
て
12

万
円
で
す
。

糖
尿
病
の

月
約
２
万
５
千
円
の
医
療

費
が
払
え
ず
、
１
回
の
薬

を
２
回
、
３
回
に
分
け
て

飲
ん
で
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
71
歳
一
人
暮

ら
し
は
、
年
金
が
月
約
12

万
円
で
課
税
世
帯
で
す
。

家
賃
２
万
５
千
円
、
持

病
の
入
院
治
療
で
は
退
院

時
に
払
え
ず
、
1
万
円
の

分
割
払
い
を
し
て
い
ま
す
。

入
院
給
食
費
は
今
年
も

値
上
げ
さ
れ
、
1
食
４
９

０
円
、
1
日
１
４
７
０
円

と
10
年
で
２
倍
に
な
り
ま

し
た
。
２
週
間
の
入
院
で

食
事
代
だ
け
で
2
万
円
を

超
え
ま
す
。

★
（
問
）

Ａ
さ
ん
も
Ｂ

さ
ん
も
、
治
療
に
必
要
な

医
療
費
が
払
え
ま
せ
ん
、

こ
う
い
う
場
合
、
ど
う
や
っ

て
治
療
費
を
払
え
ば
良
い

の
か
？

市
と
し
て
の
対

応
策
を
具
体
的
に
お
聞
き

し
ま
す
。

●
（
答
）

医
療
費
の
支

払
い
が
困
難
な
方
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
窓
口
等

で
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
制

度
説
明
と
と
も
に
、
個
別

の
事
情
に
応
じ
て
福
祉
部

局
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、

引
き
続
き
、
適
切
に
対
応

す
る
。

中
林
議
員
は
、
年
金
で

は
支
払
え
な
い
限
度
額
が

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

国
に
対
し
て
、
限
度
額
の

引
き
下
げ
を
要
望
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。
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東
京
都
は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
実
施

一般質問する中林議員

難
聴
と
認
知
症
の
関
係
は
明
ら
か

府営住宅の募集

募集期間
２月３日(月)～2月17日(月)

寝屋川市委員会に
申込書があります。

1
回
の
薬
を
２
・
３
回
に
分
け
て
服
用



中
林
議
員
は
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
一
般

質
問
し
ま
し
た
。

🔷

🔷

★
（問
）

高
齢
化
率
が
高

く
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

が
、
増
え
続
け
る
本
市
に

お
い
て
、
重
要
な
役
割
を

担
う
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
と
処
遇
改
善
な

ど
に
よ
る
、
専
門
職
の
欠

員
解
消
に
つ
い
て
、
来
年

度
に
向
け
て
の
、
検
討
状

況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
（答
）

高
齢
者
の
総
数

が
増
加
す
る
中
、
対
応
を

担
う
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

益
々
重
要
と
な
る
事
か
ら
、

適
切
に
対
応
で
き
る
職
員

体
制
の
あ
り
方
や
魅
力
あ

る
職
場
に
向
け
た
処
遇
改

善
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

中
林
議
員
は
紙
オ
ム
ツ

事
業
に
つ
い
て
も
質
問
。

🔷

🔷

★
（問
）

本
市
で
は
、
在

宅
介
護
の
要
介
護
3
～
5

で
、
本
人
と
介
護
者
が
非

課
税
の
市
民
を
対
象
に
、

オ
ム
ツ
と
介
護
用
品
の
組

み
合
わ
せ
を
、
一
部
負
担

で
月
１
回
配
達
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
家
族
介
護
者
の

負
担
軽
減
が
目
的
の
事
業

の
た
め
、
介
護
事
業
所
に

よ
る
介
護
を
う
け
て
い
る

1
人
暮
ら
し
の
人
は
対
象

外
で
す
。
他
市
の
よ
う
に
、

介
護
事
業
者
に
よ
る
在
宅

介
護
の
高
齢
者
も
対
象
に

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

●
（答
）

紙
オ
ム
ツ
事
業

の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
は
、

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

は
、
国
に
お
い
て
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
任
意
事
業

と
し
て
の
位
置
づ
け
の
見

直
し
が
示
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
市
と
し
て
事
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
林
議
員
は
農
地
保
全

に
つ
い
て
一
般
質
問
し
ま

し
た
。

🔷

🔷

「
こ
れ
以
上
、
緑
を
な

く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
は

市
民
の
願
い
で
す
。

一
方
、
農
業
者
で
は
、
後

継
者
が
な
く
、
耕
作
を
続

け
る
こ
と
が
、
体
力
的
に

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

市
は
、
10
年
後
の
農
地

利
用
な
ど
を
定
め
る
「
地

域
計
画
」策
定
の
た
め
、
農

業
者
の
意
向
を
聞
く
ア
ン

ケ
ー
ト
や
座
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

★
（問
）

Ｊ
Ａ
（農
協
）の

農
作
業
受
託
へ
の
市
補
助

の
実
施
に
つ
い
て
。

●
（答
）

全
国
の
農
業
協

同
組
合
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、

成
果
物
の
帰
属
の
在
り
方

等
も
考
慮
し
、
市
補
助
金

は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

★
（問
）

木
屋
元
町
の
第

一
種
農
地
内
で
の
、
「約
１
．

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
さ
30
ｍ

の
物
流
施
設
の
開
発
」の
、

地
元
説
明
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

今
後
、
市
に
開
発
協
議

が
出
さ
れ
た
場
合
、
建
設

用
地
周
辺
に
残
さ
れ
る
農

地
環
境
に
つ
い
て
は
、
開

発
指
導
要
綱
に
加
え
て
、

農
地
を
保
全
す
る
立
場
か

ら
の
指
導
が
必
要
と
考
え
、

お
聞
き
し
ま
す
。

●
（答
）

建
設
用
地
周
辺

に
残
さ
れ
る
農
業
者
の
農

地
環
境
に
つ
い
て
は
、
開

発
事
業
事
前
協
議
申
請
が

提
出
さ
れ
た
際
に
、
周
辺

農
地
へ
の
影
響
等
に
つ
い

て
、
十
分
な
配
慮
を
行
い
、

理
解
を
得
る
よ
う
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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１
月
25
日
、
葛
原
自

治
会
集
会
場
で
開
催
の

う
た
ご
え
喫
茶
に
、
18

人
が
参
加
、
私
も
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
者
か
ら
は
、
２

０
１
５
年
８
月
に
、
池

田
南
町
の
「
ダ
イ
ニ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
ぱ
ー
ち
」

さ
ん
を
借
り
て
１
回
目

が
25
人
の
参
加
で
ス
タ
ー

ト
し
て
、
今
年
で
10
年

目
を
迎
え
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
、
ぱ
ー
ち
さ
ん

が
、
閉
店
し
て
、
そ
の
後

大
利
町
の
喫
茶
Ａ
Ｏ
さ

ん
を
お
借
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
中

止
し
て
、
広
く
使
え
る

現
在
の
葛
原
自
治
会
集

会
場
に
移
り
ま
し
た
。

開
催
場
所
の
変
更
に

伴
い
、
参
加
者
も
変
わ

り
ま
し
た
が
、
延
べ
約

80
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

う
た
ご
え
は
、
つ
ら

い
気
持
ち
を
抱
え
て
初

め
て
参
加
さ
れ
た
知
ら

な
い
人
を
も
、
優
し
く

包
み
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
戦
争
で
な
く

平
和
や
労
働
、
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
守
る
闘

い
の
歌
も
多
く
あ
り
、

元
気
が
で
ま
す
。

伴
奏
と
う
た
を
リ
ー

ド
い
た
だ
い
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
。

中
林

か
ず
え

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
重
要
な
役
割

地包括支援センター職員の処遇改善を

12月議会 中林議員が一般質問

議員日誌

紙
オ
ム
ツ
事
業

家
族
介
護
以
外
も
対
象
に

うたごえ喫茶

開
発
か
ら
周
辺
農
地
の
保
全
を

周
辺
農
地
に
十
分
な
配
慮
を
行
う

木屋元町の農地

1
月
24
日
付
け
民
報
で
、

古
川
雨
水
幹
線
バ
イ
パ
ス

管
工
事
の
完
了
は
、
２
０

２
７
年
７
月
予
定
に
訂
正

し
ま
す
。
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環
境
影
響
評
価
制
度
の
導
入
を

生活保護権利ポスター

市政報告会のご案内

日時：12 月 21日(木)

午後４時～

場所：寝屋川市委員会


